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9. 研究実績の概要

本研究では、マイクロ流体デバイス、原子間力顕微鏡（AFM）、フェムト秒レーザーを用いて、植物が刺激として受容する力学作用の
特性と力学刺激に対する細胞応答を明らかにする。近年、植物試料の力学特性計測にはAFMが多く用いられているが、AFM計測の課題と
して、外力を付加する際に植物試料がガタつき、標的微小領域への外力の付加や応答の検出が乱される点が挙げられる。この点を、ポ
リジメチルシロキサン（PDMS）を用いて植物試料を傷めずに安定して固定できるデバイスを作製することで解決し、AFM及びフェムト
秒レーザーを用いた力学計測を行う。
　平成28年度は、PDMSデバイスの作製環境を整え、作製した保持デバイスを用い、シロイヌナズナの芽生えの力学計測を行い、その形
状依存性について考察した。さらに、フェムト秒レーザー誘起衝撃力を用いた力学特性計測の原理検証実験を動物胚（ゼブラフィッシ
ュ胚）を用いて行った。フェムト秒レーザー誘起衝撃力をゼブラフィッシュ胚に付加することで微小な変位を引起し、それをAFMで検
出することに成功した。さらに、変位の解析には有限要素解析を導入し、胚を伝搬する応力波に関する考察を行った。ゼブラフィッシ
ュ胚は、受精後12時間程度までは球形に近く、植物組織に比べてシンプルな形状なため、原理検証実験の試料に用いた。
　この原理検証実験から、フェムト秒レーザーとAFMを組合せて用いることでゼブラフィッシュ胚の表層の力学特性を選択的に計測で
きる可能性が示唆されており、平成29年度には、その検証実験及びデモンストレーション実験を行い、9th International Conference
 on Molecular Electronics and Bioelectronics (MBE9)にて発表した。
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